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はじめに
　伊谷賢蔵（1902年－1970年）は、現在に続く美術
団体「行動美術協会」の創設に深く関わり、向井潤吉
らと共に戦後の関西美術界を牽引した洋画家である。
　伊谷は鳥取市に生まれ、京都高等工芸学校（現・京
都工芸繊維大学）研究室と私塾の関西美術院で本格的
に洋画を学んだ。戦前は二科展や全関西美術展などの
公募展を中心に活動し、1931（昭和 6）年には《公園
の一隅》《大原女》の 2点によって二科賞を受賞して
いる。その後、日中戦争の開戦に伴って 1939（昭和
14）年に陸軍従軍画家として中国に渡り、北支戦線に
赴いた。また、1940（昭和 15）年から 43（昭和 18）
年までは華北交通株式会社の嘱託として、中国北部に
合計 4度にわたり滞在している。
　終戦を迎えた 1945（昭和 20）年秋には、向井潤吉、
古家新らと「行動美術協会」を結成し、以後は同会の
展覧会と個展を主な発表の場とした。1950年代より
日本各地の山岳風景をモティーフに旺盛な制作活動を
行い、《阿蘇》（1960年、東京国立近代美術館蔵）、《雲
と噴煙の桜島》（1968年、京都市美術館蔵）等の代表
作を制作している。その一方、京都学芸大学と京都精
華短期大学で教鞭を執り、多くの後進を育成した。
　ところで、戦時中の中国滞在は伊谷の画業のほぼ半
ばに位置し、数多くの作品を生み出す契機となってい
る。その重要性を指摘する識者は多いが（1）、具体的な
滞在内容が示される機会はこれまで少なかった。よっ
て、本稿では伊谷の 1939年から 43年までの活動に注
目し、当時の新聞や美術雑誌等の記事を参照すること
によって、彼の中国滞在の概要を確認するとともに、
日中戦争下の中国を題材とした作品の整理と検討を試

みる。もっとも、当時の資料の中には行方がわからな
くなっているものや滅失したものも多いと思われる一
方、それらが今後新たに発見される可能性も否定でき
ない。したがって、本稿は現時点での調査報告である
ことをはじめに記しておきたい。

１　陸軍従軍画家時代（1939 年）
 （1）滞在の概要
　1939（昭和 14）年 3月下旬、伊谷は非公式の陸軍
従軍画家として中国北部を訪れた。当時の新聞記事に
よると、このときの伊谷の滞在期間は約 1ヶ月半だっ
たという（2）。伊谷は当時 37歳、同志社高等女学校絵
画専任教諭に就任して 6年目だった。彼の従軍は自ら
志願したものであったが、伊谷同様に自発的に従軍す
る画家は当時数多く、河田朋久の調査によるとその数
は 1939年の春に 200名を越えていたという（3）。
　現時点では、伊谷の具体的な従軍行程や活動内容が
記された資料は発見されていない。しかし、伊谷が挿
絵を描いた 3種類の軍事郵便用絵葉書が残されてお
り、そのすべての宛名面に「杉山部隊発行」と印字さ
れていることから、非公式の従軍とはいえ、特定の軍
に仕事を依頼される機会もあったことがわかる（図
1）。挿絵にはそれぞれ「警備」「戦のあと」「輸送」と
タイトルが記されているが、それらのテーマが指示に
よるものかどうかはわからない。原画となった水彩画
も所在不明である。
　また、従軍中の滞在地については、帰国後に開催さ
れた「伊谷賢蔵北支従軍戦跡・風景油絵展覧会」（京
都・朝日会館画廊、1939年 6月 9日～ 12日）の出品
目録（資料）から、ある程度知ることができる。



鳥取県立博物館研究報告 Bulletin of the Tottori Prefectural Museum 50. March 30, 2013　 鳥取県立博物館 Tottori Prefectural Museum

98 竹氏倫子

　本目録には、出品作 26点のうち 21点のタイトル
と、描かれた風景の地名が掲載されている。ここに記
された地名は北京・盧溝橋・通州・娘子関・原平鎮・
寧武・大同・居庸関・八達嶺・熱河・張家口と広範囲
にわたり、伊谷が現在の北京市、河北省、山西省内を
移動していたことがわかる（地図１）。
　この展覧会は大阪朝日新聞に紹介され、「全部現地
で製作（ママ）された油絵という点で注目される」と
評された（4）。同記事は、本展と同じ会期で「鉛筆のみ
の写生」展が京都の画箋堂で開催されていることも伝
えている。また、10月に大阪で開催された「伊谷賢
蔵氏　北支戦蹟風景油絵展」（大阪・阪急洋画廊、10
月 24日～ 31日）の案内葉書が現存しているが、出品
作品は不明である。

（2）作品について
　1939（昭和 14）年に描かれた作品のうち、現存が
確認されているものは極めて少ない。本項では、図版
のみで知られる作品も含め、同年に描かれた油彩画を
モティーフ別に検討する。
①人物画（群像画）
　 《一椀親善》は、この年に描かれ、現在イメージを
確認できる作品のうち、人物が主題となった唯一の油
彩画である（図 2）。作品は現存していないが、二科
展出品の際に制作されたカラー印刷の絵葉書によって

図 1
軍事郵便用絵葉書　鳥取県立博物館蔵

 【資料】
伊谷賢蔵北支従軍戦跡・風景油絵展覧会
案内葉書　1939（昭和 14）年

御招待状
伊谷賢蔵北支従軍戦跡・風景油絵展覧会
2599
6月 9日ヨリ―12日マデ　
午前 9時―午後 9時
京都朝日会館画廊

目録
・中海公園より白塔を望む（北京）
・中海公園萬善殿（北京）
・北海公園瓊華島にて（北京）
・北海白塔より中海公園を望む（北京）
・破壊されたる蘆溝橋西門（宛平県）
・黄昏の通州（仏舎利宝塔を望む）
・娘子関の朝（山西省）
・娘子関を守る我が陣地（山西省）
・廃虚と化した原平鎮の戦跡（山西省）
・薄暮の戦跡寧武の町（山西省）
・大同石仏寺「西來第一山」外三点
・張家口物資交易場「蒙疆」外一点
・杏咲く惨禍の跡（居庸関）
・戦跡の春（居庸関）
・杏花に暮るゝ長城（八達嶺）
・薄れ陽の八達嶺（東方の長城を望む）
・熱河喇嘛寺を望む（外一点）
・荒廃せる熱河の喇嘛寺
・寨西店の戦跡（京漢線）
・町はずれ（蒙疆張家口）
・葦澤関風景（山西省）
以上二十六点
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その内容を知ることができる。また、本作に関連する
素描も 4点残されている。
　ここに描かれているのは、荒廃した土地を背景にし
て、粗末な木箱を囲むように集まる中国の人々の姿で
ある。前景には老人と子供が食事の入った皿に向かい、
その奥では 2人の男性が木箱に腰掛けて観者を見据え
る。周囲には食事をよそう女性や子供を抱いた女性、
少女たちも配されている。手前の少女が持つ日章旗が
戦時下の情景であることを伝えるが、観る者には人々
の逞しい生活力を印象付ける作品である。
　本作は第 26回二科美術展で推奨を受け、同年に発
行された『アトリエ』『みづゑ』『美之國』の 3誌に図
版が掲載された（5）。また、『美之國』では、林達郎によっ
て「家族らしい支那難民の一群像、努力作であり、場
中数少ない事変物中の大作。凸形の月並な構図でまと
まつてはゐるが、描出が、表情と無表情との中間に浮
動してゐる感じで画面に弛緩がある」と評されてい
る（6）。本作は伊谷が公募展に出品した作品のうち、戦
時下の中国が主題となった最初のものとなった。

②戦跡画・風景画
　前項で紹介した「伊谷賢蔵北支従軍戦跡・風景油絵
展覧会」の出品作と推測される作品のうち、筆者がこ
れまでに現存を確認できたものは《北京中海公園ヨリ
白塔ヲ望ム》（図 3）とそのヴァリアント 1点のみで
ある。これら 2点とも 8号程度の携行可能な大きさで
あり、前述の通り「全部現地で製作（ママ）された油
絵」（7）であったことを裏付けている。
　ところで、本展の目録を参照すると、「戦跡・風景

河北省

北京市

北海公園

八達嶺

蘆溝橋

居庸関

通州

張家口

山西省

大同

娘子関

寧武
原平鎮原平鎮

（地図 1）陸軍従軍画家時代（1939 年）の滞在地

図 2
 《一椀親善》1939 年
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油絵展覧会」のタイトルが示す通り、戦場となった土
地を描いた作品の題名が目立つ。しかし、現時点で作
品内容が確認できるのは、当時発行された『アトリエ』
に図版が掲載された《薄暮の戦跡》（図 4）のみであ
る（8）。戦跡を扱っていない風景画については、現在、《大
同石仏寺　西來第一山》（図 5）、《薄れ陽の八達嶺》
等の作品図版を『伊谷賢蔵画集』（京都書院）に見る
ことができる（9）。

　なお、同年の『みづゑ』誌上で、富岡益三郎が本展
について以下の評を記している。ここでは選ばれたモ
ティーフの内容には言及されず、伊谷の表現上の特徴
が検討対象とされている。

　　伊谷氏は温い心で支那の自然を味わつて来た。元
来伊谷氏の手法は自己のフアンタヂーの中に対象
を押込め、形を変えて突き出すといつた表現主義
的な遣り方でなく、対象の中に豊かなフアンタ
ヂーを漂はし、浸透させ、カンバスの皿に盛つて
隅から隅まで味ふといふ態度であるやうに思ふ。
今度もかういふ心で支那の自然を味わつて来た事
がはつきり解る。（中略）「張家口物資交易場」の
完璧を生んだ精神が他に充分現れなかつた場合を
惜むが、この精神を徹底されることが氏の今後の
仕事ではないだろうか（10）。

　ここで富岡が「完璧」と評した《張家口物資交易場》
の図版が、翌年発行された『アトリエ』に掲載されて
いる（11）（図 6、作品は現存せず）。
　また、富岡が指摘している通り、伊谷は中国の自然
に強く心を惹かれていた。この年には、《華北風景》
（図 7）のように山容が中心的なモティーフとなった
風景画も描いている。伊谷は帰国から約 2ヶ月後に執
筆した新聞記事の中で、中国の山の魅力を次のように
述べている。
　　　
　　木のないところに支那の山の特色もあり又風格も
あるやうに思ふ。何しろ何千年何万年も風雨に晒
されつくした、そのエツセンスが現在吾々の見る
支那の山だから、それに、人間の主とでもいふの
か、仙人といふのか、気品のある骨張った老人に
たまたま出会つた時非常に豊かな気持ちになつ
て、我を忘れてその人に見惚れることがあるが、
丁度その時に感じる様な冒し難い威容を感じて圧
倒されないではゐられない（12）

　伊谷は 1950年代以降、九州をはじめ日本各地の山
岳を数多く描いたことで知られているが、この文章は
初めて山の魅力について言及したものとして重要であ
る。彼は後年、九州山地が中国の風土を想起させるた
め、戦後の風景画のモティーフに選んだと回想してい
る（13）。

図 3
 《北京中海公園ヨリ白塔ヲ望ム》1939 年

図 5
 《大同石仏寺　西來第一山》1939 年

図 4
 《薄暮の戦跡》1939 年
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２　華北交通株式会社嘱託時代（1940－1943 年）
（1）滞在の概要
　翌 1940（昭和 15）年 3月、伊谷は同志社高等女学
校を退職した。その後 1943（昭和 18）年まで、華北
交通株式会社の嘱託として毎年 2、3ヶ月を中国で過
ごすことになる（14）。華北交通株式会社は中国の特殊
法人として 1939（昭和 14）年に設立され、1945（昭
和 20）年まで存続した会社である（15）。戦時下におい
て中国北部の陸運を担い、最盛期には日中両国の社員
が 20万人いたとされる大会社だが、嘱託画家の存在
を明らかにする資料は残されていない。また、管見の
限りでは、同社の嘱託として活動した他の画家の例も
ないことから、伊谷の場合は特例的な処遇であったこ
とが推測される。洋画家・柳瀬正夢が華北交通株式会
社の招待によって 1939年 5月から 1年近く中国に滞
在し、写生や写真撮影を行っている（16）ことを鑑みると、
嘱託という役職には多分に支援的な意味合いが強かっ
たのではないだろうか。
　嘱託画家としての伊谷の行程や滞在地を示す資料も
現存していない。しかし、1940年の滞在については、
翌年 1月 7日付の大阪時事新報に

　　北支といふところは一度訪れると不思議な魅力に

図 6
 《張家口物資交易場》1939 年

図 7
 《華北風景》1939 年

とり憑かれてしまつて、何度でも行かずにはをれ
ないやうになつてしまふ（中略）私にとつては日
本らしくない北支の風景がしたはしく、それに短
期間にさうあつちこつち飛び廻つてゐては仕方が
なく、旅行の範囲を蒙疆、山西に限定した。もつ
とも、北京には四十日ばかり滞在した

と述べている（17）ことから、北京を中心に当時の蒙疆
地方（現・内モンゴル自治区の一部と山西省北部）と
山西省を訪れたこと、滞在地の選定は画家の自由裁量
に任されていたことがわかる。
　この記事には、続いて

　　この度は北京では一向絵心が動かずやつと一枚書
いただけ、あとは主として山西省の臨汾に腰を落
ち着けてあのあたりの黄土地帯や農村の風景を対
象とし、あの地方特有の穴居生活を見てあるき、
また蒙彊の張家口（18）あたりを写生してまはつた

と記される。この年の滞在は、画題や制作枚数につい
ても自由に決めることができたと推測される。また、
同記事によると伊谷は 12月 26日に帰国し、「暖かく
なればまた出かけてゆきたい」と述べている。
　1941（昭和 16）年の滞在に関する伊谷のテキスト
は残されていないが、翌 1942年 2月に銀座の青樹社
で開催された「伊谷賢蔵油絵個人展覧会」（会期：2
月 9日～ 13日）の案内葉書には、「華北・蒙疆」地方
で制作していたことが記されている（19）。本展には「華
北及び蒙疆での作品二十点、内地での作品五点」が出
品された（20）。
　1942（昭和 17）年、43（昭和 18）年も同地方に滞
在していたとされるが、具体的な行動について手がか
りとなる資料は見つかっていない。
　また、当館が所蔵する資料の中に、「華北の旅」と
題された伊谷の署名記事の複写がある。この記事は、
「（1）山海関の水汲み」「（2）北平の天橋」「（3）陸の港」
「（4）大同所見」（5　欠け）「（6）太原」「（7）穴居部落」
「（8）葦沢関」「（9）海州」「（10）連雲の子供」の 10
回連載から成り、以下の抜粋のように、表題となった
土地の印象や歴史、地理的な特徴などが綴られている。

　　 「（6）太原」大同、寧武を経て北から南下する場
合でも、また石家荘、娘子関を西に貫ぬく石太線
による場合でも、同様に太原の城壁が見え出す頃
になると特別な興奮を覚える、更にまた駅頭に立
つて首義門を仰ぐ時あたりを払う堂々とした威容



鳥取県立博物館研究報告 Bulletin of the Tottori Prefectural Museum 50. March 30, 2013　 鳥取県立博物館 Tottori Prefectural Museum

102 竹氏倫子

に先づ驚かされる、山西省首都太原のもつ政治的
な意義、戦略的な意味、或は古都としての風格を
そのまゝ一身に集めて、あくまで壮大な姿で首義
門は立つている

 　　「（9）海州」帆に風を一杯にはらんだジヤンクの
列が近ずいて（ママ）来る、同じ風は家々をめぐ
らす原始的な木の柵に鳴り砕け黄色い砂塵となつ
て庭の中空に舞上る、漁場というよりは塩と殻物
の山に埋つた海州の町、庭の広場でくり拡げられ
る野生的な烈しい商取引に、港街らしい繁栄の姿
を見る（21）

　活字の体裁から本連載が新聞記事であったことが推
測されるが、現時点では掲載媒体、執筆年月ともに不
明である。しかし、言及された土地の多さや、中国に
対する理解の深さから、華北交通嘱託時代に執筆され
たものと思われる。また、このうち「（9）海州」「（10）
連雲の子供」は江蘇省の連雲市に関して書かれている
ことから、伊谷が中国北部を拠点としつつ、実際には

広範囲にわたって移動していたことが推測される。
「華北の旅」に記された主な地名は図の通りである（地
図 2）。
　伊谷の中国での滞在地や行動を伝える文字資料は、
これらの他に残されていない。戦局が進むにつれ、軍
事機密に属する土地を訪れて描く機会も増えていった
のだろう。たとえば、1943（昭和 18）年に制作され
た《苦力の交替時間》（図 14）のカンヴァスには「華
北○○線建設現場」との裏書きがある。滞在地を明か
してはならない事情があったことが推測される。
　なお、1940年から 43年までの滞在中に、伊谷が中
国在住の日中の美術家と交流した形跡は認められな
い。

 （2）作品について
①人物画（群像画）
　華北交通株式会社の嘱託となった 1940（昭和 15）
年以降、群像を描いた人物画が急速に増える。戦前、
伊谷は《画室にて》（1930年、図 8）などの男性群像
画を描いていたものの、人物画の中心的なテーマであ

河北省

北京市

張家口張家口

石家荘

連雲連雲

山西省

大同大同

娘子関

太原
寧武

山海関

臨

山東省

江蘇省

（地図 2）華北交通株式会社嘱託時代（1940－43 年）の滞在地
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り続けたのはモダンな洋装の婦人像であった。しかし、
1940年より、男性労働者が主要なモティーフとして
登場する。

　華北交通嘱託時代（1940～ 43年）に描かれた油彩
の主な人物画について、題名と寸法、初出展覧会を挙
げると以下のようになる（出品歴、掲載歴の詳細につ
いては 109頁の別表を参照）。いずれも当時の美術界
において主要な展覧会に出品された大作であり、この
時期の伊谷を代表する作品群とみなすことができる。
伊谷は 1941年、《天橋小鳥の市》と《大同石仏》を第
28回二科美術展に出品し、二科会会員に推挙されて
いる。

・《楽土建設》（1940年、162.0× 130.3 ㎝、第 27回
二科美術展出品、図 9）
◦《暁闇》（1940年、91.0× 116.6 ㎝、第 27回二科美
術展出品、図 10）
◦《皇風焦土に遍し》（1940年、91.3× 115.4 ㎝、紀
元二千六百年奉祝美術展出品、図 11）

◦《焦土に甦る》（1940年、65.4× 79.5 ㎝、第 5回京
都市展出品、図 12）
◦《天橋小鳥の市》（1941年、130.0× 161.5 ㎝、第 28
回二科美術展出品、図 13）
◦《苦力の交替時間》（1943年、80.5× 100.0 ㎝、第

30回二科美術展出品、図 14）
◦《山河に挑む》（1943年、130.5× 97.0 ㎝、第 30回
二科美術展出品、図 15）

　これらの作品では、焦土となった土地に暮らす中国
人家族や土木工事に従事する中国人労働者（苦

クー

力
リー

）、
市場で小鳥を売る男性などの姿が主題をなし、多くの

図 8
 《画室にて》1930 年  鳥取県立博物館蔵

場合、日本軍の兵士や日章旗は添景として描かれる。
筆者は上記の作品に対する同時代の評を調査中である
が、現在のところ見つけることができていない。しか
し、この時期に描かれた作品は後年、伊谷のヒューマ
ニスティックな心情を反映したものと評されるように
なる。例を挙げれば、井島勉は《焦土に甦る》（図
12）《天橋小鳥の市》（図 13）《山河に挑む》（図 15）
について「庶民とその生活に寄せられたヒューマニス
ティックな深い愛情がただようのを見のがすことはで
きない」（22）と記し、島田康寛は《一椀親善》（1939年、
図 2）と《焦土に甦る》について以下のように述べて
いる。

　　大正末から昭和初期にかけての頃であろうか、伊
谷は風景画のほかに、夜の会議室で、ランプのも
とで会議をする労働者などを盛んに描いていたと
言われ、大正期のプロレタリア美術運動の影響が
指摘されてもいるが、そのような主題の作品に流
れていた彼の心情が、ここにも吐露されていると
見てよいだろう。（中略）恐らく、思想的なもの
というよりも心情的なもの、言い換えれば伊谷賢
蔵の中に一筋に流れるヒューマニズム精神が、中
国の人人（ママ）に向けるまなざしを親しみと愛
惜を込めたものにしているのだろう（23）。

　また、大谷省吾は《楽土建設》（図 9）について「題
名こそポジティヴだが、描かれているのは苦しみな
がら戦災からの復興に携わる大陸の人々の姿」（24）と
述べ、「《焦土に甦る》《皇風焦土に遍し》のような作品」
についても

　　現地の現実を見つめるヒューマニスティックな視
線が認められる。だがそれは、あくまで戦時下に
おいては「楽土建設」という文脈においてしか、
流通の認められないものであった（25）。

と指摘する。中国の民衆に対する共感や敬意は、伊谷
の中国滞在のごく初期から芽生えていたものだった。
以下に、彼が 1939年に執筆した新聞原稿の一部を抜
粋する。

　　支那の街頭では風流も洗練された芸術的な香気も
仲々味へないで、むしろ虚飾や粉飾のない露骨な
人間の臭気、ありのまゝの人間の姿を到る所で見
ることができる。では殺風景かといふと、過去の
あらゆる文化遺産を見てもわかるやうに、大きさ
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図 9
 《楽土建設》1940 年
京都国立近代美術館蔵

図 11
 《皇風焦土に遍し》1940 年　鳥取県立博物館蔵

図 13
 《天橋小鳥の市》1941 年  京都市美術館蔵

図 12
 《焦土に甦る》1940 年
福井県立美術館蔵

図 15
 《山河に挑む》1943 年
鳥取県立博物館蔵

図 10
 《暁闇》1940 年  鳥取県立博物館蔵

図 14
 《苦力の交替時間》1943 年　鳥取県立博物館蔵
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と高さと深さを兼ね備へたところのものが形を変
へて彼等の生活の何処かに潜んでゐるのである。

　　彼等の生きて来た姿、生きつゝある、或いは又生
きやうとする生々しい力の渦巻く背後に、底知れ
ぬ忍耐力や、雄大な山々の姿に見るやうな、大国
人としての誇りを感じるのである（26）。

　彼らへの関心の高さを裏付けるように、伊谷は現地
でおびただしい数の人物素描を描いている。当館はそ
のうち 122点を所蔵しているが（27）、その中には《楽
土建設》《暁闇》《皇風焦土に遍し》《焦土に甦る》《苦
力の交替時間》《山河に挑む》の登場人物を描いたス
ケッチも含まれている。伊谷はこれらの素描をもとに
油彩画を構想し、毎年帰国後に着手していたのではな
いだろうか。伊谷の素描には中国人の子供、老人、労
働者、女性など様々な人々の日常的な姿が描かれてお
り、彼が幅広い層の民衆に目を向けていたことがわか
る。
②風景画
　1942（昭和 17）年 2月に開催された「伊谷賢蔵油
絵個人展覧会」（銀座・青樹社）の評を掲載した『生
活美術』『日本美術年鑑　昭和十八年版』の記事によ
ると、本展には《黄昏の張家口》《穴居の村》《景山よ
り北海を望む》《山村夕照》《山村の朝》等の風景画が
出品された（28）というが、出品作品の現存は確認でき
ていない。また、伊谷は同年 9月、第 29回二科美術
展に《陸の港（張家口）》（図 16）を出品している（29）。
本作では、ラクダを連れた商人が集う交易場を前景に、
斜面に密集する建造物を中景、山容と空を後景に配し、
スケールの大きな空間の描写を実現している。伊谷の
これまでの風景画に比すると、描かれた空間の大きさ
とモティーフの整理された扱いにおいて群を抜いてお
り、現存が確認できていないことが惜しまれる（30）。

　現存する 1940～ 43年の作品を見てみると、この時
期には中国の山岳風景に焦点を当てた作品が数多く描
かれていることがわかる。モティーフとしての山への
関心は 1939（昭和 14）年の陸軍従軍時に生まれ、華
北交通嘱託時代にいっそう深められたと言えるだろ
う。この期間には、8号程度の小品だけでなく、《中
国風景》（1940年頃、図 17）《山と村》（1943年、図
18）のような 60～ 80号の大作が初めて描かれるよう
になった点が特筆される。《山と村》をはじめこれら
の作品に描かれているのは、樹木がなく、黄土を剥き
出しにした山々の姿である。多くの作品において山裾
には小さな建物群が配されるが、それらは無骨な山容
と一体化するように描かれ、観る者に違和感を覚えさ
せない。以後、山と人家の組み合わせは伊谷の好むモ
ティーフの一つとなり、戦後に日本各地を取材して描
かれた山岳画でも繰り返し登場することになる。

図 16
 《陸の港（張家口）》1942 年

図 17
 《中国風景》
1940 年頃
鳥取県立博物館蔵

図 18
 《山と村》1943 年　鳥取県立博物館蔵
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③石仏
　最晩年まで及ぶ伊谷の画業のうち、華北交通嘱託時
代にのみ描かれたモティーフとして、山西省大同市に
ある雲崗石窟の石仏を挙げることができる。それらは
単体で描かれることが多かったが、寺院内の一隅とみ
られるレリーフ状の複数の石仏を描いた作品も見受け
られる（図 19、20）。村川弥五郎は「伊谷賢蔵油絵個
人展覧会」（1942年）の展評に「写実を基礎としての
作画態度は大同石仏に、実感的迫力を見せて、色彩の
感覚に美しく、材料のこなしにもなかなか優れた物を
感じる」と記し、「大同石仏五点程度」に「冴えた美
しさ」があると評している（31）。石仏をモティーフと
した作品は 1941（昭和 16）年頃から 1945（昭和 20）
年頃まで描かれているが、その後の作例は見当たらな
い （32）。

　伊谷は中国滞在によって、彼の地の歴史や風土、人々
の魅力を見出した。なかでも雲崗石窟に対する関心は
高く、戦後の随筆にも石仏に対する思いを記している。
長くなるが引用したい。

　　わけても、大同の西郊、雲崗石仏古寺に対する感
激と憧憬の念ほど大きなものはなかった。私は五
年間を通じて、前後六たびここを訪れた。それほ
ど雲崗石仏群は、強い吸引力をもって私をとらえ、
そしてその都度、私は私なりの力を尽くしながら、
単なる歴史的な偉大な仏跡という意味だけにとど
まらないものを、求めようとつとめた。（中略）
荒寥たる朔北の天と地。石仏群は、そうした壮大
な自然のふところの中で、1500年もの長い年月
によく耐え残り、人の世の興亡の歴史を眺めてき
たのである。私はこれら仏達の姿から、民族の逞
しい意志の力と高邁な理想の流れを汲みとらずに
はいられない。そしてまた、馥郁と立ち昇る麗し
い情感のこまやかさにも胸を打たれずにはいられ
ない。しかも彼等の一つ一つは、素朴で慎み深い
表現に支えられながら、今も尚尽きることのない
豊かなささやきをもって、私に語り続けているの
である（33）。

おわりに
　ここまで、日中戦争下の 1939年から 1943年にかけ
て行われた伊谷賢蔵の中国滞在と、その体験を基とし
た制作活動の内容を整理し、概観してきた。この期間、
伊谷は中国に材を採った油彩作品を継続的に描き、個
展や公募展で定期的に発表している。これらの作品は、
発表当時の美術雑誌に図版や展評が掲載されるなど一
定の評価が得られていたことも、文献調査より明らか
になった。
　また、伊谷は 5年間にわたって中国を題材とした作
品だけを発表している点や、戦時中にもかかわらず、
軍事的な内容を取り上げないで一貫して現地の民衆や
自然を描き続けた点は特筆される。彼が軍部の委嘱に
よる作戦記録画を描く立場になく、比較的自由に活動
することができたことも、これらのモティーフの追求
を可能にしたのだろう。
　伊谷は後年、中国の自然風土と史蹟について「私は
ことごとに驚きの目をみはり、そして勇気と愛情を
もって、その異質なものに体当たりで立ち向っていく
試みを繰返した。恐らく、これらの経験と感銘とは、
それ以後の私の仕事と生活の上に、新しい映像を投げ
加えてくれたものと考えている」 （34）と述懐している。

図 19
 《雲崗石仏》1941 年頃

図 20
 《大同石仏》1941 年
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伊谷が中国で見出したモティーフのうち、土地に根ざ
して生きる人々と雄大な山容の姿は、戦後の人物画や
風景画にたびたび描かれる重要な主題となった。今日、
伊谷賢蔵を代表する作例として知られる油彩画のう
ち、ペルーのインディオを描いた人物画（図 21）や、
赤く彩られた日本の山岳を描いた風景画（図 22）に、
中国滞在によって描かれた作品との連続性を見ること
ができる。
　日中戦争に関連する伊谷賢蔵の作品については、今
後、中国滞在中に描かれた素描の内容精査、同時代画
家との作品比較等の調査が必要とされよう。また、
《楽土建設》《皇風焦土に遍し》等の題名が本来喚起す
べきイメージと、伊谷が描いた内容との違和（35）や、
当時の美術界において彼の風景画・石仏画が受容され
た文脈についても考察の余地があることを指摘し、今
後の課題としたい。

図 21
 《インディオ座像》1968 年頃　鳥取県立博物館蔵

図 22
 《万年山早春》1968 年　鳥取県立博物館蔵
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報、1941年 1月 7日
（18）張家口は 1952年に河北省に編入されて現在に至る（現・

河北省張家口市）が、伊谷の訪中当時（1939～ 1943）は旧・
察
チャハ ル
哈爾省に属していた。当時は旧・察哈爾省、旧・綏遠省

（いずれも現在の内モンゴル自治区中央部）と山西省北部
を蒙疆地方と称していたため、伊谷は張家口を蒙疆地方と
して認識している。

 （19）本展の案内葉書の宛名面に、伊谷による次の文章が印刷さ
れている。

　　 「扨私儀華北交通株式會社東京支社御後援のもとに華北・
蒙疆に於て制作致しました作品二十點に内地作品數點を配
し裏面の通り個人展覽會を開催することになりました」

（20）「予報　伊谷賢蔵個展」『旬刊美術新報』14号、1942年、7

頁。
　　 以下の刊行物にも同様の内容が記されている。「伊谷賢蔵

画伯の華北蒙疆油絵個展」『大因伯』第 22巻 2月号、因伯
社、1942年、21頁

（21）伊谷賢蔵「華北の旅（6）太原」「華北の旅（9）海州」掲
載媒体、掲載年不詳

（22）井島勉「伊谷賢蔵さんの画業」『伊谷賢蔵画集』京都精華
短期大学出版部、1971年

（23）島田康寛「Ⅱ形成期」、前掲（注 9）書、278頁
（24）（25）大谷省吾「大陸・南方」『戦争と美術 1937-1945 ART 

IN WARTIME JAPAN 1937-1945』国書刊行会、2007 年、
104頁

（26）伊谷賢蔵「支那の山」京都日日新聞、1939年 6月 20日
（27）鳥取県立博物館は平成 23年度、伊谷賢蔵が 1939年から

1945年までに描いた素描 257件 291点を受贈した。その
うち、中国の人々をモティーフにして 1939年から 1943年
までに描かれたものは 119件 122点にのぼる。

（28）村川弥五郎「展覧会日記」『生活美術』2巻 4号（1942年
4月）、アトリエ社、38頁

　　 美術研究所編『日本美術年鑑　昭和十八年版』座右宝刊行
会、1947年、11頁

　　 出品された風景画について、前者は「北支中支に取材した
風景画になると、その写実も表面的で深さなく、泰西名画
的こなしは、日本人作家の作としては受取れず細部描写に
過ぎて、感覚的新鮮さに乏しい。中で「黄昏の張家口」「穴
居の村」「景山より北海を望む」「山村夕照」等は先づ詩情
豊かなる作として挙げられよう」と評し、後者は「いつも
の大作と趣きが変り、娘子関を描いた「山村の朝」北京風
景「景山より北海を望む」青島の鳥瞰など重厚でしかも色
感よく」（評者不明）と述べている。

（29）『生活美術』第 2巻第 10号（1942年 10月）、図版頁
（30）以下の刊行物に、本作の所蔵先として「旧華北交通張家口

鉄路局」と記されている。
　　 『木　伊谷賢蔵追悼特集』梅田画廊、1970年 5月
（31）前掲注 27、村川弥五郎、38頁
（32） このことについては小山勝之進が、伊谷賢蔵の長男である

故・伊谷純一郎氏の「大同の石仏を描けばいくらでも売れ
るので、父は描くのを止めてしまいました」という証言を
記録している。

　　 小山勝之進「随想　伊谷賢蔵」『伊谷賢蔵　生誕百年記念展』
図録、鳥取県立博物館、2002年、12頁

（33）伊谷賢蔵「大同の石仏」『伊谷賢蔵画集』京都書院、1995年、
310頁

（34） 前掲注 31参照
（35）小山勝之進は、故・伊谷純一郎氏が《皇風焦土に遍し》の

題名変更を希望していたことを記している。
　　 「純一郎氏は、この作品の題名の変更を希望されていた。
「この作品は、本人のやっとの当時の日本政府への妥協で
あり、そのあたりの事情をよく知っておりますだけに、証
書きをする分には一向に構わないのですが、私はよい考え
がないかと思います。ドヴォルザックの名曲『ニガー（ニ
グロを意味する）』が『新世界』に変名された例もあります」
これは、（筆者注：純一郎氏が）亡くなる二ヶ月前に受け
取った手紙の一部分である」

　　 小山勝之進、前掲（注 32）書、14頁

〔図版原板提供、および典拠〕
〔図 1、3、8、10、11、14、15、17、18、19、21、22〕
　　　 鳥取県立博物館
〔図 2〕第 26回二科美術展覧会絵葉書、1939年
〔図 4〕『アトリエ』第 16巻第 8号、1939年 8月
〔図 5、7、9、12、13〕『伊谷賢蔵画集』京都書院、1995年
〔図 6〕『アトリエ』第 17巻第 2号、1940年 2月
〔図 16〕『生活美術』第 2巻第 10号、1942年 10月
〔図 20〕第 28回二科美術展覧会絵葉書、1942年
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